
    

 

＝＝＝＝＝＝＝ 国土交通政策研究所 ニュースレター （2025年 5月号）＝＝＝＝＝＝＝ 

 

News & topics 研究発表会 6月 4日（水）開催、TRC会合参加、ITF研究報告書の翻訳作

成 

キーワード 研究発表会、TRC、ITF研究報告書 

 

1．国土交通政策研究所 研究発表会を 6月 4日（水）に開催します！□□□□□□□□□□□ 

国土交通政策研究所では、日頃の調査研究活動の成果を広く皆様に報告し、業務の参考と

していただくとともに、調査研究の改善充実を図るため、毎年 1回、研究発表会を開催してお

り、今年は 6月 4日（水）にオンラインで開催いたします。 

多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

⇒詳細はこちら 

 

1．日時  令和 7年 6月 4日（水）10時 00分～15時 40分 

2．開催形態  オンライン（Microsoft Teams） 

入室・退室は自由です。関心のある調査研究のみの視聴が可能です。 

3．プログラム 

＜午前の部＞ 

10時 00分～10時 35分 交通 AIの技術革新とガバナンス制度に関する調査研究 

10時 35分～11時 10分 第三国輸送に着眼した航空旅客動態に関する調査研究 

11時 10分～11時 45分 物流と都市・交通インフラの連携による環境負荷軽減方策

に関する調査研究 

＜午後の部＞ 

13時 20分～13時 55分 持続可能な地域づくり戦略に資する交通計画と都市計画

等の連携に関する調査研究 

13時 55分～14時 30分 インフラシステム海外展開における展開先国との協働に関

する調査研究 

14時 30分～15時 05分 ミクストコミュニティの形成に向けた都市の再構築の手法

に関する調査研究 

15時 05分～15時 40分 多主体連携による水災害に対応したまちづくり手法に関す

る調査研究 

※発表者から 20分程度報告し、その後 10分ほど質疑応答を行います。 

※発表者・タイトルは変更することがあります。また、進行に応じ、時間が多少前後する

ことがあります。 

4．申込み方法 

参加を希望される方は以下の内容をメールにてご連絡ください。 

発表会近くになりましたら、WEB配信用URLを連絡いたします。 

件  名： 【参加希望】研究発表会 

本  文： ①氏名 ②所属 ③メールアドレス  

送付先： hqt-prilit★ki.mlit.go.jp （★を＠マークに変えてお申し込みください） 

5．締め切り  令和 7年 5月 30日（金） 

https://www.mlit.go.jp/pri/shiryou/press/pdf/shiryou250514.pdf


    

 

6．その他  参加費無料 

当日の資料等については後日、国政研 HPに掲載いたします。 

資料掲載予定のページはこちら 

 

2．ITF・第 17回 TRC会合に対面参加しました！□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

2025年 3月 17日（月）～21日（金）に、パリにあるOECD本部で開催された ITF（国

際交通フォーラム）の第 17回 TRC（交通研究委員会）会合等に、南主任研究官と澤村研究官

が対面参加しました。東洋大学黒崎文雄教授も対面参加されました。 

TRC会合では、議長（スペイン）の歓迎挨拶の後、キム・ヨンテ ITF事務局長から ITFの現

状と TRCの今後についてのプレゼンテーションが行われました。また、PoW（研究計画）

2024‐25の 3つのWG（ワーキンググループ）の進捗状況や開催済の RT（ラウンドテーブ

ル）の結果の報告が行われました。さらに、PoW2026-27に関して議論が行われ、実施方

法に、これまでのWG、RTに加えて、簡便なセミナー形式等の方式を加えることが決定され

ました。研究テーマについては、ITF事務局が提案した 18点に加え、日本からも「都市及び

地域レベルの持続可能なモビリティ計画」に関する研究テーマを提案しました。 

TMB（交通運営理事会）/TRC/CPB（コーポレート・パートナーシップ・ボード）ジョイントセ

ッションでは、道路安全をテーマに、道路安全アセスメントの枠組や道路安全ツールについて

討議が行われました。 

次回の第 18回 TRC会合等は、2025年秋に、アゼルバイジャン・バクーで開催され、

PoW2026-27の研究テーマ選定の最終承認等が行われる予定です。 

 

3．ITF研究報告書の翻訳を作成しました！□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

今般、国土交通政策研究所では、PoW2022-23 に基づく ITF WG「Funding Public 

Transport」（公共交通の財政）の研究成果がまとめられた報告書「The Future of 

Public Transport Funding」（OECD ITF発行）を翻訳しました。翻訳に際し、当該WG

に参加された東洋大学黒崎文雄教授のご協力をいただきました。当該 WG は、国土交通政

策研究所から、南主任研究官、竹内前主任研究官、澤村研究官が参加しました。 

日本語に翻訳した研究報告書「公共交通財政の未来」は、ITFの HPで公開しています。 

⇒ITF HPへのリンクを掲載したページはこちら 

 

4．調査研究成果の公表□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

１）調査研究報告書の公表 

以下の調査研究成果の報告書を公表しました。 ⇒報告書の掲載ページはこちら 

⚫ 環境負荷軽減のための都市物流の先進事例と都市・交通政策に関する調査研究（中間報

告）（2025.2） 

⚫ 持続可能な地域づくり戦略と連携した地域公共交通政策に関する調査研究（中間報告）

（2025.3） 

⚫ ICT活用によるモビリティサービスと都市交通との取組の連携に関する調査研究（最終報

告）（2025.3） 

 

2）国土交通政策研究所紀要(PRI Review)HP先行公開 

https://www.mlit.go.jp/pri/kouenkai/index_p.html
https://www.mlit.go.jp/pri/shiryou/trc.html
https://www.mlit.go.jp/pri/houkoku/index.html


    

 

紀要に掲載予定の 2024年度調査研究成果を順次、ホームページで先行公開しています。 

⇒先行公開論文はこちら 

⚫ ハリケーン・カトリーナ被災後のニューオリンズ市における取組 

－住宅・都市分野における日米共同研究会開催報告（第 12回）－(2025.3.3) 

⚫ 都市・地域公共交通の維持・サービス改善に関する調査研究 

－オーストリアにおける事例－(2025.3.31) 

⚫ 郊外住宅団地における地域コミュニティの再生 

－明舞団地を例として－(2025.3.31) 

 

なお、国土交通政策研究所紀要第 83号の冊子版は 2025年 8月に発行予定です。 

 

5．対外活動報告□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

⇒対外活動ページはこちら 

⚫ 田中前総括主任研究官が執筆した「津波防災地域づくりが地価に与える影響について」が、

内閣府経済社会総合研究所『経済分析』の投稿論文として早期公開されました。

(2025.2.14) 

⇒公開ページはこちら 

⚫ 竹内前主任研究官が主著者で執筆した以下の論文が、土木学会論文集に掲載決定いたしま

した。(2025.3.28) 

・竹内龍介 , 中村文彦 , 吉田樹 . （2025 ） . 欧州における都市モビリティ計画

（Sustainable Urban Mobility Plans :SUMP)における計画策定プロセスや施策実

施に関する動向. 土木学会論文集・特集号（土木計画学） 

・竹内龍介. 吉田樹. 鶴指眞志. （2025）. コミュニティバスやデマンド交通の生産性指標

の実態及び地方自治体での評価. 土木学会論文集・特集号（土木計画学） 

⚫ 鶴指主任研究官、澤村研究官が執筆した以下の論文が、交通学研究 第68号に掲載されま

した。(2025.3.31) 

・鶴指眞志, 澤村治基. （2025）. 地域における自動運転を用いたモビリティの運営とその

意味に関する考察. 交通学研究, 第 68号, pp.129-136 

 

6．『研究官自己紹介』 コーナー！□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

このコーナーでは、国土交通政策研究所の研究官による自己紹介を順番にお送りいたしま

す。今回は、村田主任研究官です！ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

⚫ 村田 遊 （むらた ゆう） 主任研究官 

2024 年 4 月から国土交通政策研究所に在籍。約 18 年物流業界を中心に民間企業で働

いた後、2022年 10月に国土交通省へ中途採用で入省しました。物流企業でタイに赴任して

いたとき、タイ全国を襲う大洪水があり、勤務していた工業団地の一帯が湖のようになりまし

た。大変な状況の中、同じく洪水で自宅が被災した地元の方々はどこからかボートを調達しボ

ート屋を開業していました（2 週間ほどそのボートに乗って通勤していました。）。そのボート屋

の人々のように私自身しなやかに逞しくありたいと思っています。国土交通省の国際部門で

の勤務の後、国土交通政策研究所では、交通で使われるAIに関するガバナンス制度について

https://www.mlit.go.jp/pri/kikanshi/index.html
https://www.mlit.go.jp/pri/research/act.html
https://doi.org/10.60294/keizaibunseki.210_a


    

 

の調査を担当しています。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

国土交通政策研究所ニュースレター 

発行：国土交通省 国土交通政策研究所 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-6-1四谷タワー15階 

Tel 03-5369-6002（代） 

担当 総務課情報管理係（内線 106） hqt-prilit@ki.mlit.go.jp 

WEB：https://www.mlit.go.jp/pri/ 

 

 

 ※ニュースレターの定期配信をご希望の方は、ご所属・お名前・送付先メールアドレスを 

  ご記入の上、hqt-prilit@ki.mlit.go.jp宛てにご連絡ください。 
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